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 同志社女子大学嘱託講師、鈴木里奈より‘The Development of Philosophical Ideas in 










 申請論文において申請者は、18 世紀末から 19 世紀初頭にかけて英国文学界において
一世を風靡した自由主義の思想家 William Godwin を取り上げ、彼の思想の中核となる
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博士学位論文審査結果要旨 
 
２０１８年  ９月３日 
学 位 申 請 者 
 
鈴木 里奈 
審 査 委 員 
主 査  甲元 洋子             印 
副 査  風間 末起子            印 
副 査  上野 和廣             印 
 
論文題名 
 The Development of Philosophical Ideas in the Novels of William Godwin and Mary 







 学位申請者、鈴木里奈は同志社女子大学大学院博士課程(前期)在学中より英国 19世 
紀ロマン派詩人とその思想背景について着実な研究を継続している。特に 19世紀の思 







 申請論文はＡ４用紙 204ページからなる英語論文である。Godwinの論文１点と小説 
2作品、Mary Shelleyの小説 1作品を取り上げ、それぞれを１～４の各章で分析してい 
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2018年 ９月３日 











主 査 甲元 洋子                  印 
副 査 風間 末起子                 印 
副 査 上野 和廣                  印 
（ 要 旨 ） 
 The Development of Philosophical Ideas in the Novels of William Godwin and Mary Shelley 



























Godwinの小説 Things As They are; or, The Adventures of Caleb Williams (1794、 以後 Caleb 
Williams と記す)を取り上げて考察する。Godwin は、一般の読者に縁遠かった自著、Political 
Justice(1793) を、小説の形に作りかえて援用し、国家組織の専横の現状を世に知らしめる手段にし 







示そうとした。Political Justiceの所産とも言うべき Caleb Williamsであるが、Godwinは登場人
物達を己の必然論の代弁者とはしていない。例えば必然の法則による因果関係を Falklandに当ては
めることは出来るが、Calebの抑制できない好奇心にそれを適用することは難しい。必然論を徹底し




  Godwinの小説、St Leon; A Tale of the Sixteenth Century (1799、以後 St Leonと記す)を取り
上げて考察する。18 世紀末、フランス革命が恐怖政治へと移行する中、英国における急進的な社会
改革運動は衰退した。人々の文学嗜好は保守化し、社会改革を提唱する啓蒙的な政治哲学の書物は好
まれなくなり、Godwinの考え方を公然と批判する者も現れた。この趨勢の中で Godwinも Political 
Justiceで示した理性偏重の姿勢や急進的思想を見直して修正せざるをえなくなった。妻となった女





















していた。Frankenstein には Godwinの思想、特に Political Justiceで説かれた必然論の影響が明 
















 Godwinと娘 Maryの小説の中心をなすのは、Godwinが Political Justiceで示した必然論である。
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同志社女子大学嘱託講師、鈴木里奈より ‘The Development of Philosphical Ideas 













から、Godwin の妻で女権拡張論者の Wollstonecraft の影響について、彼女の紀行文
Letters (1794)の趣旨、および Godwin の St Leon (1799)に影響を与えた点について質
問があった。 
また上野副査からは、論文の文言についての指摘があり、次いで Shelley研究者の見
地から Godwin と Mary の作品に関して、幾つか鋭い質問がなされた。更に、Godwin が
Political Justice で語った思想を詩で表現したとも言われている Shelley に関して、
Godwinとの共通テーマである社会改革における文学の役割、想像力とモラルの関係、人
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